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猛
暑
、
五
輪
、
高
校
野
球
、
熱
中
症
に
も
気
を

つ
け
て
…
。
何
か
と

″
熱

い
″
が
電
気
は
足
り
て
い
る
「
政
府
や
電
力
大
手
は
誰
の
た
め
、
何
の
た
め
、

住
民
の
不
安
に
目
を
背
け
る
か
の
よ
う
に
、
原
発
再
稼
働
を
急
ぐ
の
か
。
　

．

廃
炉
費
用
も
東
電
が
当
初
準
備
し
た

二

兆
円
で
は
足
り
そ
う
も
な
く
、
国
に
よ

る
追
加
支
援
が
要
請
さ
れ

て
い
る
。

原
発
再
稼
働
に
向
け
て
電
力
十

一
社

が
見
込
む
安
全
対
策
費
は
、
少
な
く
見

て
も
三
兆
円
を
大
き
く
超
え
る
。

原
発
依
存
を
続
け
る
方
が

、
潜
在
的

な
経
営
リ
ス
ク
は
は
る
か
に
高
い
と
言

え
な
い
か
。

再
稼
働
し
た
伊
方
３
号
機
は
プ
ル
サ

ー

マ
ル
発
電

の
原
発
だ
。
使
用
済
み
核

燃
料
を
再
処
理
し
て
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を

も
な
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
減
ら
し
た
い

の
は
分
か
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
莫
大
な
費
用
を

つ
ぎ

込
ん
で
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
再

処
理
事
業
そ
の
も

の
を
、
ま
ず
放
棄
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

誰

の
た
め
に
再
稼
働
を
急
ぐ
の
か
。

政
府
と
原
発
事
業
者
は
い
３

ｏ
Ｈ
の
教

訓

を

踏

ま

え

て
節

電

に
励

む

消

費

者

に
、
正
し
く
説
明
す

べ
き
で
あ
る
。

「猛
暑
で
も
節
電
要
請
は
来
て
お
ら

ん
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
、
急
ぐ
の
か
」

四
国
電
力
伊
方
原
発
再
稼
働
の
三
日

前
、
松
山
市
内
の
飲
食
店
で
耳
に
し

た
。
隣
席
の
客
の
つ
ぶ
や
き
だ
。
多
く

の
市
民
の
実
感
な
の
だ
ろ
う
。

が
ピ
ー
ク
に
至
る
七
～
九
月
の
電
力
需

要
予
測
を
公
表
し
た
。

そ
れ

に
よ
る
と
、
東
京
や
中
部
、
関

西
な
ど
、
沖
縄
を
除
く
九
電
力
の
平
均

で
、
８
％
以
上

の
予
備
率
を
確
保
で
き

る
と
い
う
。

電

力

の
需

要

に
対

す

る

供

給

予

備

率
、

つ
ま
り

″
余
裕
″
は
、
最
低
限
３

％
、
８
～
１０
％
の
ゆ
と
り
を
持

つ
の
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

３

ｏ
Ｈ
以
降
、
企
業
や
家
庭
に
広
く

節
電
が
定
着
し
、
四
月
の
家
庭
用
電
力

の
小
売
り
自
由
化
に
伴

っ
て
、
新
電
力

に
需
要
が
分
散
し
た
こ
と
の
影
響
も
小

さ
く
は
な
い
と
い
う
。

た
と
え
ば
原
発
依
存
度
の
高
い
関
西

電
力
で
も
、
八
月
の
最
大
使
用
率
の
平

均
は
八
割
強
だ
。
差
し
迫

っ
て
原
発
で

供
給
を
積
み
増
し
す
る
必
要
は
な
い
。

一
方
、
こ
と
し
三
月
期
の
決
算
で
、

電
力
大
手
十
社
の
税
引
き
後
損
益
は
、

震
災
後
初
め
て
黒
字
に
な

っ
た
。
し
か

し
、
火
力
発
電

に
依
存
す
る
現
状

で

は
、
原
油
高
に
転
じ
れ
ば
、
収
支
は

一

気
に
悪
化
す
る
。
だ
か
ら
原
発
が
必
要

な
の
だ
と
大
手
電
力
側
は
言
う
。

福
島
原
発
の
被
災
者

へ
の
賠
償
額

は
、
す
で
に
六
兆
円
を
超
え
て
い
る
。
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「原
発
必
要
」説
得
力
薄
れ
る

全
国
で
猛
暑
Ｉ
が
相
次
い
だ

八
月
上
旬
ず
電
力
各
社
が
供
給

力
に
余
裕
を
も
っ
て
乗
り
切

っ

た
こ
と
が
、
本
紙
の
調
べ
で
分

か
っ
た
ｏ
今
年
は
二
〇

一
一
年

三
月
の
東
日
本
大
震
災
後
、
初

め
て
政
府
が
節
電
を
求
め
な
い

夏
に
な
っ
た
が
、
各
社
が
準
備

し
た
発
電
所
の
供
給
力
の
う

ち
、
実
際
に
使
用
し
た
割
合

（使
用
率
）
が

９７
％
を
超
え

て
い
余
力
が
Ｌ
非
常

に
一厳
し

い
」
と
さ
れ
る
よ
う
な
日
は
ゼ

エス
ネ
折
湖

口
だ

っ
た
¨
――
再
生

エ
ネ
活
用

を
０
社
説
０
面

・
電
力
各
社
は

「
電
力
の
安
定

供
給
の
た
め
に
原
発
は
必
要
■

と
説
明
し
て
い
る
が
ヽ
原
発
が

な
く
て
も
停
電
は
起
き
な
い
計

算
だ

っ
た
。
節
電
が
進
み
定
着

す
る
中
で
、
各
社
の
説
得
力
は

薄
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
一

八
月
上
旬
は
例
年
、
盆
休
み

を
控
え
工
場
生
産
が
盛
ん
に
な

る
う
え
冷
房
の
使
用
が
増
え
る

た
め
、
電
力
消
費
が

一
年
で
最

も
増
え
る
こ
と
が
多
い
。
昨
年

の
最
大
需
要
日
は
八
月
三
，
七

日
に
集
中
し
た
。

今
年
も
昨
年
に
続
き
全
国
的

に
猛
暑
日
が
多
く
九
日
に
は
全

国
九
百
二
十
九
の
観
測
地
点
の

う
ち
東
京
都
心
で
三
七

一
七
度

を
記
録
す
る
な
ど
、
百
九
十
八

カ
所
で
最
高
気
温
が
三
五
度
以

上
の
猛
暑
日
と
な

っ
た
。
猛
暑

日
が
百
力
所
を
超
え
た
の
は
十

四
日
ま
で
に
八
日
間
あ

っ
た
。

本
紙
が

一
日
か
ら
十
四
日
ま

ν ′ι

♪

r)

今月上旬、本紙調査

東京、中部、北陸、関西地域の
(リ ー電力の使用率(対供給力)

8月 1日   5日
‐  1  10日   14日

使用率|よ精査の結果、後から修正されることがある

で
の
大
手
電
力
九
社
の
管
内
の

使
用
率
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
東

一昼
電
カ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
で

最
大
に
な

っ
た
の
は
五
日
の
８９

％
で
９０
％
に
達
し
た
日
は
な
か

つ
た
。
中
部
電
は
五
日
の
９４
％

が
最
大
だ
が
、
事
前
の
需
要
予

想
で

一
部
の
火
力
発
電
所
を
体

ま
せ
て
い
た
た
め
、
使
用
率
が

伸
び
た
。
　

　

一

一
一
凱
馴
額
狙
計
鋼
」
紆
沌
「
供‐二

給
力
に
１０
％

（百
八
十
五
万

一
慶

”
鱗

ジ

舜

巫

（計
百
七
十
八
万
稀
）
が
な
く

て
も
停
電
は
回
避
で
き
た
計
算

だ
¨
十
二
日
に
伊
方
原
発
３
号

機

（
八
十
九
万
稀
）
を
再
稼
働

し
た
四
国
電
は
、
九
日
の
五
百

十
六
万
毬
が
最
大
ず
原
発
な
し

で
も
使
用
率
は
９４．
％
だ

つ
た
ず

生
産
活
動
が
再
開
す
る
八
月

下
年
や
九
月
上
年
に
電
力
需
要

が
伸
び
る
可
能
性
は
あ
る
が
ず

節
電
は
定
着
し
て
お
り
、
電
力

の
需
要
憾
震

，
災
前
よ
り
１４
％
ほ

ど
減
る
見
通
し
だ
。
全
国
で
猛

暑
Ｉ
が
百

一
カ
所
を
数
え
た
十

七
日
も
、
電
力
九
社
管
内
で
余

力
が
あ
っ
た
。

― 東京電力 
…
申部電力
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風
力
や
地
熱
活
用
必
要

電
力
の
ま
定
供
給
を
大
き
な
理
由
に
、
政
府
と
電
力
会
社
は
原
発
が
必
要
だ
と
繰
り
返
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
八
月
上
旬
も
供
給
方
に
問
題
は
な
く
、
稼
働
す
る
た
州
電
力
鵬
酎
原
発
や
四

国
電
力
伊
方
原
発
が
な
く
て
も
乗
り
切
れ
る
計
算
だ

っ
た
。
学
識
者
か
ら
は
、
原
発
に
頼
ら
な

い
体
制
を
定
着
さ
せ
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｃ
）
‐の
排
出
も
抑
え
る
た
め
に
、
島
力
な
．ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
急
ぐ
よ
う
求
め
る
意
見
が
出
て
い
る
。　
釜
口
田
通
夫
）
＝
●
面
参
照

雅
兆
誕
嬬
妻
憂
縄
睡
詢
薇

原
発
を
再
稼
働
し
て
い
る
九

州
電
は
最
大
で
９５
％
ヽ
四
国
電

は
９４
％
の
使
用
量
を
記
録
し

た
。
た
だ
し
、
原
発
の
発
電
力

・に
頼
ら
な
く
て
も
停
電
を
回
避

で
き
る
余
力
は
あ

つ
た
。
隣
接

す
る
中
国
電
力
か
ら
余

っ
た
電

力
を
送
っ
て
も
ら
う
手
段
も
持

つ
。電

力
各
社
は
原
発
を
稼
働
さ

せ
る
と
利
用
者
の
電
気
料
金
を

低
減
で
き
る
と
も
主
張
す
る
。

だ
が
ヽ
現
実
に
は
東
京
電
カ
ホ

Ｌ
ル
デ
イ
ン
グ
ス
が
七
月
、
福

島
第

一
原
発
の
事
故

へ
の
対
応

費
用
や
廃
炉
費
用
が
想
定
を
上

回
る
と
し
て
、
政
府
に
追
加
支

援
を
求
め
る
方
針
を
表
明
。
核

廃
棄
物
の
再
処
理
や
最
終
的
な

処
分
場
の
行
方
も
見
通
せ
ず
、

多
額
の
処
理

コ
ス
ト
が
か
か
る

見
込
み
に
な

っ
て
い
る
。

八
月
の
電
力
供
給
力
の
７６
％

は
火
力
発
電
だ

っ
た
。
火
カ

ヘ

の
依
存
度
が
高
ま

つ
た

こ
と

で
ヽ
Ｃ
０
２
の
排
出
量
が
増
え
た

ル
ギ
ー
の
活
用
が
不
可
欠
に
な

る
。
一
大
規
模
な
水
力
発
電
を
除
く

と
再
生
エ
ネ
の
割
合
は
５
％
に

と
ど
ま

っ
て
い
る
。
し
か
も
太

陽
光
が
中
心
の
た
め
夜
間
や
雨

天
時
は
火
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
学
識
者
か
ら
は
雨
天
や

夜
間
も
発
電
す
る
風
力
や
地
熱

な
ど
、
遅
れ
て
い
る
種
類
の
再

生

エ
ネ
の
普
及
を
求
め
る
声
が

高
ま
る
「
　
　
　
　
一■

再
生
エ
ネ
に
対
し
て
、
政
府

と
電
力
会
社
か
ら
は

「
出
力
は

不
安
定
だ
」
と

の
指
摘
が
出

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
詳
し
い
関
西
大
シ

ス
テ
ム
理
工
学
部
の
安
田
陽
准

教
授
は

「
欧
米
で
は
風
力
を
中

心
と
す
る
再
生
エ
ネ
を
優
先
的

に
導
入
し
た
。
調
整
技
術
に
よ

っ
て
、
電
力
が
余
る
地
域
か
ら

必
要
な
地
域

へ
上
手
に
融
通
し

て
お
り
、
日
本
で
も
そ
う
し
た

技
術
を
も

っ
と
活
用
で
き
る
」

と
述
べ
る
。　
　
　
　
　
・


